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特別損失計上の見込み及び配当予想の修正（無配）に関するお知らせ 

 

当社は、2020年 3月期における特別損失を計上する見込みですので、下記のとおりお知らせいたします。また、本日開

催の取締役会で、2020年 3月 31日を基準日とする剰余金の配当を行わないこと（無配）を下記のとおり決議しましたので

お知らせいたします。 

なお、2020年 3月期（2019年 4月 1日～2020年 3月 31日）の業績予想につきましては、現在精査中であり、後日、改

めて、公表させていただきます。 

記 

１．特別損失の計上の見込み 

 2019年 8月 30日公表の「子会社株式及び債権の譲渡並びに特別損失の発生に関するお知らせ」でお知らせした特

別損失約 400 百万円に加え、以下の損失を 2020 年 3 月期の連結会計年度における特別損失として計上する見込みで

あります。なお、以下の損失の詳細は確定次第御報告いたします。 

(1) 構造改革その他による特別損失（個別） 

当社の経営資源の再配置とこれに伴う合理化等の構造改革費用（引当金繰入額を含みます。）、資産効率の向上

を進めるための資産流動化に伴う不動産売却損及び印刷設備の減損損失等を特別損失として計上する見込みで

す。 

(2) 子会社の保有資産見直しに伴う特別損失（連結） 

当社グループ子会社である東京博善における投資商品の解約による損失及び保有絵画の再評価に伴う固定資

産評価損を特別損失として計上する見込みです。 

 
２．配当予想の修正  

  
年間配当金 

第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

前回予想 
— — — — — 

（2019年 5月 15日発表） 

今回修正予想 — — — 0.00 0.00 

当期実績 — 0.00 —     

前期実績 
— 0.00 — 0.00 0.00 

（2019年 3月期） 
 
３．配当予想の修正の理由 

当社は事業環境の変化に耐えうる健全な財務体質を維持するとともに、事業拡大のための内部留保を高めながら、株

主の皆様への安定的な配当を行うことを基本方針としております。期末配当金につきましては未定としておりましたが、

上記特別損失の計上による 2020年 3月期の個別の業績が赤字となる見通しであること、また、今後の構造改革を優先す

べきであると判断したことから、誠に遺憾ながら無配に修正させていただきます。株主の皆様には深くお詫び申し上げ

ますとともに、早期に復配できるよう努めてまいりますので、引き続き御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

以 上 


